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項 目 要   約 

１．研究の概要 原子炉容器の中性子照射による微視的な照射損傷機構を、最新のナノ解析

手法（陽電子消滅法、3 次元アトムプローブ法、電子顕微鏡法等）を駆使し

て解明し、照射損傷機構に基づいた照射脆化予測モデルを構築することを目

的とし、以下研究開発を行う。 

１）微視的損傷機構の解明 

２）脆化予測モデルの構築 

２．総合評価 原子炉容器で起きる微視的損傷機構を解明し、それを基に脆化を説明する

モデルを構築することを目的とし、最新のナノスケール分析手法（3次元アト

ムプローブ（3D-AP）や陽電子消滅法など）と東北大が所有する実機監視試験

片を駆使し、測定法の確立、新たな陽電子消滅分析、3次元アトムプローブ

（3D-AP）分析、電子顕微鏡分析、照射損傷発達過程のモデリングを実施した。 

従来別々に測定していたものを同時測定とするなど新たな解釈、複数の測

定法を組合せるなどチャレンジも行っており、実験データの取得も今後の研

究開発に期待ができる。また、京大炉に設置した高強度陽電子ビームライン

は、照射脆化予測研究に大きく寄与し、高経年化原子炉の安全性評価に役立

つことから、極めて優れた成果を上げたと評価する。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ｓ


